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濱先生は私にとって生涯で出会った一番怖い先生でした。しかし、ある日たまたま濱先

生の演習を覗いた中国文学研究室の大先輩が「濱先生が優しくなられていてびっくりしま

した。定年前になると優しくなられるのかしら？」とおっしゃったのでこちらが驚きまし

た。青年期・壮年期にはどんなに厳しい先生であったのか想像もつきません。

演習では『野猪林』などの戯曲を読みました。先生の京劇に対する溢れるような愛の詰

まった授業でした。先生のご研究は『日本芸能の源流』という大部な著作に結実しました。

しばらくしてそれが古本屋で値上がりしていることが分かり、先生がほっとしたご様子で

「これで売っていただいても皆さんに迷惑をかけずにすみます」とおっしゃったのが記憶

に残っています。

しかし、何よりも私にとって印象深かったのは、北京留学中、周作人さんのお宅に下宿

しておられた先生が、時 「々周さんは中国では漢奸と言われているが決してそうではない。

何とか日中間に戦争を起こさせまいとして苦心されたのです」と話しておられたことでし

た。そのときの先生は辛そうで、悲しそうで、本当に周さんを思いやる気持ちに溢れてお

られるように見受けられました。私も中国現代史が見直されて、周作人さんの名誉回復が

実現することを願わずにはいられませんでした。そんな貴重なお話を直接伺う機会があっ

たことは、中国現代史を考える上で大きな示唆になったような気がします。冰心さんのお

名前は伺ったことがあるように思いますが、『春水』手稿については残念ながら記憶にあり

ません。でも今回の発見をきっとあの世で大喜びしておられることでしょう。

私は不肖の弟子で、大分大学に赴任して「アジア学」を担当するようになって以来、専

門外の講義の準備に追われてアジア各国を飛び回るようになり、中国文学からすっかり遠

ざかってしまいました。挙句の果てに退職後は福岡に舞い戻り、これまでに集めた民族衣

装や民芸品を展示した「福岡アジア文化センター」を中央区梅光園に開設する羽目になっ

てしまいましたが、濱先生から受けた学恩は終生忘れずに大事にしていきたいと思ってい

ます。
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